












































































































































































































第 1回：10月 17日 農学部生命科学科教授　賀来華江先生
テーマ：健康であることの意味
第 2回：10月 24日 農学部農芸化学科准教授　村上周一郎先生
テーマ：コミュニケーション：人と人との結びつき
第 3回：11月 7日 農学部農学科専任講師　大里修一先生
テーマ：夢、そして明大生に必要なもの




第 5回：11月 28日 農学部農芸化学科准教授　佐々木泰子先生
テーマ：女性が仕事を持つということ
第 6回：12月 5日 農学部総合科目群専任講師　下永裕基先生
テーマ：ことばを活かして、自分を生かす
第 7回：12月 12日 理工学部電気電子生命学科准教授　池田有理先生
テーマ：「バランスの良い生きかた」を考える
第 8回：12月 19日 理工学部電気電子生命学科准教授　三浦登先生
テーマ：ネット時代の大学
第 9回：1月 9日 農学部生命科学科教授　賀来華江先生
テーマ：人との出会いと別れ
こうして始まった第 1シーズンのココスパであるが、参加者数は多い時
























































































第 1回：4月 10日 農学部生命科学科教授　賀来華江先生
テーマ：友達の作り方
第 2回：4月 17日 理工学部電気電子生命学科 3年　鎌田翔仁さん
テーマ：職業・学生
第 3回：4月 24日 農学部生命科学科准教授　矢野健太郎先生
テーマ：人生における手堅いギャンブルのススメ
第 4回：5月 8日 農学部総合科目群准教授　高瀬智子先生
テーマ：学生相談室ってどんなところ？
第 5回：5月 15日 農学部博士研究員　中川知己先生
テーマ：賢い生き方って何！？
第 6回：5月 22日 理工学部物理学科教授　平岡和佳子先生
テーマ：そのメールって大丈夫？
第 7回：5月 29日 理工学部電気電子生命学科准教授　池田有理先生
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テーマ：上手な頭の切り替え方
第 8回：6月 5日 理工学部電気電子生命学科准教授　野村新一先生
テーマ：大人の修学旅行
第 9回：6月 12日 理工学部電気電子生命学科准教授　三浦登先生
テーマ：時は金なり：TIME IS MONEY
第 10回：6月 19日 理工学部電気電子生命学科准教授　嶋田総太郎先生
テーマ：「私」って誰？
第 11回：6月 26日 農学部総合科目群専任講師　長田蔵人先生
テーマ：科学的研究の成果をどう活かすのか？
生命倫理について
第 12回：7月 3日 農学部博士研究員　宮田佳奈先生
テーマ：週末婚の楽しみ方














第 1回：9月 25日  理工学部建築学科准教授　上野佳奈子先生
テーマ：標高 3000mの散歩
第 2回：10月 2日 理工学部総合文化教室准教授　波戸岡景太先生
テーマ：小説や映画やアニメを研究する方法
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第 3回：10月 9日 農学部助教　出﨑能丈先生
テーマ：「できること」ではなく、
「好きなこと」をやろう！
第 4回：10月 16日 理工学部建築学科専任講師　門脇耕三先生
テーマ：学生時代に考えたこと
第 5回：10月 23日 農学部総合科目群専任講師　辻朋季先生
テーマ：宮古島学への招待
第 6回：10月 30日 理工学部機械工学科教授　納冨充雄先生
テーマ：本棚の中から
第 7回：11月 6日 農学部博士研究員　霜野真幸先生
テーマ：細胞生物学者（初心者）の憂鬱
in Michigan
第 8回：11月 13日 理工学部総合文化教室専任講師　山本洋平先生
テーマ：僕は何を思えばいいんだろう
－ THE YELLOW MONKEY 「JAM」 と
＜豊かさ＞のデザイン
第 9回：11月 27日 理工学部電気電子生命学科准教授　梶原利一先生
テーマ：やっぱり研究者がイイ…
第 10回：12月 4日 農学部生命科学科教授　賀来華江先生
テーマ：生きるって！！
第 11回：12月 11日 農学部生命科学科准教授　大鐘潤先生
テーマ：グローバルとはいうものの…





第 13回：1月 8日 農学部生命科学科専任講師　中村孝博先生
テーマ：研究留学 in USA
第 14回：1月 15日 農学部食料環境政策学科専任講師　岡通太郎先生
テーマ：感情と信頼と経済
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2014年度秋学期のココスパは 30代前半の若手教員から 50代の教員まで
幅広い年代の話者が集まり、それぞれ世代により見てきたもの、感じてき
たこと、読んできた本も様々で、これだけ多岐に渡るテーマで、これだけ
の世代の教員から話を聞ける機会は授業はもとより、大学の中にいてもま
ず経験できない。終了後、一人の教員から「楽しいひとときでした。こうやっ
て、普段出会わない他学部の学生などと交流するのもとてもよい刺激です
ね。また機会がありましたら、よろしくお願いします」とメールがあった。
学生の他学部研究室訪問といい、ココスパは学生たちだけでなく、話者で
ある先生方にも刺激となっていることがわかる。
さらに生明祭以外で初めての試みである学生たちのコンサートには、70
余名の参加者があり、会場の Gallery ZEROはまるでウクライナ民話の絵本
『てぶくろ』のように「ぎゅうぎゅうづめのまんいん」の大盛況となった。
職員は昼休みでもカウンター業務があるため、全員で聞けることはない
が、できる限り時間をやり繰りして参加している。図書館職員全員で分担
するテーマに関連する図書の選書は、経験の少ないものには勉強になり、
ベテランにとっては、腕の見せ所となる仕事となる。ココスパのために毎
回 20脚の椅子と 2台の長椅子を並べ、館内アナウンスをし、パソコン準備
をする人たちがいる。話者が推薦した本や職員が選書した本を館内から集
める人がいる。ココスパは職員だけでなく、嘱託職員、業務委託者など生
ᶋᶃᶋᶀᶃᶐᴾᴾ
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ᵩᶃᶗᵌᵲᵿᶉᶓᶋᵿᴾᵢᶐᵌᴾᵦᶇᶐᶍᶍᴾᵠᶃᶊᶊᵌᵩᶃᶇᶒᶍᴾ
会場：生田図書館Gallery ZERO 
「ココ♡スパ」クリスマスコンサート（2014年12月18日）
ポスタ （ー左）と当日の様子（写真・右）
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田図書館で働く多くの人たちによって支えられている。
ココスパが始まって 1年半余、30名の先生が話者を引き受けくださって
いる。授業や実験、論文指導、研究活動、外部資金獲得等で非常に多忙な
理系の先生方がパワーポイントで資料を作り、貴重な昼休みを無償で学生
たちのために提供してくれている。3限に授業がある教員、学生もいるので、
ココスパ会場は食事の持ち込みを可としているが、話者もココスパ参加者
も 20分間集中しているので、食事持参で来ても食べる人は殆ど見かけない。
もっとリラックスできる場所が館内にあればよいが、現在の生田図書館で
は Gallery ZEROが最もリラックスできる場所である。
ココスパは学部を超えて教員同士のゆるやかなつながりがあり、学生と
教員の結びつきが強い生田キャンパスだからこそ、趣旨が理解されて実現
できたと思う。賀来先生は不在でない限り、毎回参加されており、小倉副
館長も参加される傍ら、2015年度ココスパのために周囲の先生方に話者依
頼の声掛けをしてくださっている。話者の先生方が別の先生に声をかける
こともある。みんな学生たちのために動いている。すごいことであると思う。
心に引き出しをたくさん持っている人ほど困難にぶつかった時も柔らか
く切り抜けられる。引き出しを増やすためには学生時代からたくさんの人
と出会い、色々な経験をし、本を読むことが大事である。読書体験は見も
知らぬ空間に降り立つことであり、過去、現代、未来の他者の人生の追体
験でもある。「自分ならどうする？」、そこから思考が始まる。ココロのス
パで聞いたちょっといい話やその時手にとって読んだ本は、社会人になっ
て忙しさの中で記憶が薄れていっても、人生のずっと後になって効いてく
る。生田のたくさんの先生方が、学生たちのことを思い、自らの時間を使っ
て、又とない機会を作ってくれていたかを暖かく、懐かしく思い出す日が
きっとくる。ココスパの話は記録に残していない。当初、映像に残すこと
も考えたが賀来先生はじめ、先生方から自由な雰囲気で話せなくなるとの
声があがり、とりやめた。ココスパの感動は話者と参加者の記憶の中にの
みとどまる。
賀来先生がココスパで語っておられたが、「誰かが自分のために時間を割
いてくれている。誰かが自分のために動いてくれているから、自分は今こ
うしていられる。でも若い頃や学生時代はそれに気がつかない…」、自分一
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人では生きていけない。年齢を重ねて気づくことでもある。
ココスパを始める時、賀来先生が「たった一人でもいいから、ココスパで
話を聞いて、心の扉を開けてくれればいい」といわれたが、たった一人でも
いいからという言葉は、賀来先生のすべての人への信頼を物語る言葉である。
人の心の中には自分がまだ気づいていないいくつもの扉がある。扉は一つ
ではない。未来はいくつもある。多くの鍵をココスパで見つけられるといい。
賀来先生が考え、生田図書館とともに耕した土壌からは、生田の先生方
の学生への暖かな思いという慈雨を得て、ハートの形をした小さな双葉が
たくさん芽生えてきている。ハートを枯らしてしまわないように、それで
はみなさん、ココスパでまた、お会いしましょう。
